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漁民の森づくり（２）
　漁民の森づくりの続きです。 
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植樹風景
三重森林管理事務所の方の指導で、カツラ、モミジ、シャクナゲ、ヤマザクラの苗を約70本植えました。以前は小さな苗をたくさん植えていましたが、昨年から比較的大きな苗を植えるようにしています。これも過去の経験から培った食害からの防護手段の一つです。小学生達も大人に混じって手グワをふるいました。
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ドングリも植えました
　今年は苗だけではなく、一般的にドングリと呼ばれるミズナラなどの広葉樹の種を約500個植えました。昨年秋に取って、冷蔵庫で保存しておいたもので、あらかじめ水に漬けて発芽させてあります。秋に実施する下草刈りの際にどれだけ発芽して成長しているか大変楽しみです。
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森林教室
植樹の後に、森林管理事務所の方を講師に、森林教室が開催されました。宮川ダム湖を船で遊覧しながら、クイズやわかりやすい説明などで森のことを学習しました。写真は年輪から樹齢を数える方法を説明しているところで、子供達は興味津々で聞き入っていました。
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美しい森
宮川ダム湖から見た広葉樹の森です。新緑シーズンの美しい緑が大変目にしみました。この日植えた苗木も数十年後にはこのような美しい森に育っていることでしょう。
森作りというのは大変気の長い事業です。我々の代では見ることができないかもしれませんが、森、川、海を愛する将来の人々にかけがえのない財産を残すことができれば素晴らしいですね。
